
PROFILE　1974年（昭和49年）10月16日生まれ。創価高校、東京大学法学部卒。イエセビジネススクール経営学修士（MBA）。
シティバンクを経て、経営コンサルティング会社に勤務。世界40カ国地域の現場を経験。経営戦略、企業再建のプロフェッ
ショナル。2013年参議院通常選挙で初当選。公明党青年局長、同国際局次長、同広報局次長、同NPO局次長。

( 4 )  HIRAKI DAISAKU NEWS

　昨年１月に長野県軽井沢町で発生
したスキーバスの転落事故を受け、
公明党国土交通部会で現地調査を実
施。石井啓一国土交通大臣に対し、
徹底的な再発防止策を求めました。
　この提言などを踏まえ、国は貸し
切りバス事業者に対してドライブレ
コーダー装着の義務付けなどを決定。
また、罰則も強化し、安全確保命令
に従わない場合の事業者に対する罰
金の上限を1億円に引き上げるなど、
迅速な措置がとられました。

　２０１６年も常任委員会、特別委
員会で活発に論戦を展開。年間２０
回の国会質問に立ちました。
　とくに予算委員会では、年金制度
の持続可能性の確保について言及。
公明党の強い主張により、「年金受給
資格が１０年に短縮」され、無年金
者６４万人に年金をお届けできるよ
うになりました。
　また、野党から｢年金カット法案｣
との批判がなされた、年金強化法に
おける今般の年金支給額の改定ルー
ルの見直しは、給付と負担のバラン
スを維持させながら、若い世代にこ
れ以上つけを回さないための措置で
す。世代間の支え合いである年金制

度は、受給を受ける高齢世代の安心
感と、支え手である若い世代の納得
感が大変重要であり、引き続き様々
な機会を活用しながら、説明責任を
果たして参りたいと思います。

　秋の臨時国会では、新たに設置さ
れたTPP協定特別委員会のメンバー
としても、論戦に挑みました。国際
競争力がなく、『守り』の分野と言わ
れる日本の農林水産業ですが、TPP
協定の発効は、ピンチであると同時
に、チャンスでもあります。日本の
質の高い農林水産品・食品の輸出を
伸ばすため、輸出関連インフラの整
備を一層推進するよう求めました。

　また、海外からの輸入増加に伴い、
国内で認められていない、遺伝子組
み換え食品や残留農薬、肥育ホルモ
ンで育てた畜産物などが流入し、食
の安全・安心が脅かされるのではな
いかとの懸念については、「日本の安
全基準を満たしたものでなければ流
通は許されない」との明確な答弁を
政府から引き出しました。

　８月から９月に相次いだ台風・大
雨により、北海道や東北を中心に、
甚大な被害が発生しました。
　私も災害対策特別委員会の一員と
して、北海道の十勝管内を現地調査。
堤防が決壊し、大きくえぐられた道
路や、土砂で埋まった農地など、台
風被害の凄まじさを目の当たりにし
ました。
　現場での調査を踏まえ、さっそく

委員会で質問。迅速なインフラの復
旧や降雨観測体制の強化と併せて、
被災者の生活再建に資する個人・企
業の税の軽減措置について、災害の
たびに特別な立法をしなくても、あ
らかじめ恒久的に講じておくべきと
強く主張しました。
　１２月の与党税制改正大綱には、
この私の主張を盛り込むことができ、
実現に向けて大きく前進しています。

バス事故の徹底した
再発防止を

被災者支援のため、
恒久的な税の軽減措置の実現へ

“庶民の声を国政に”
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　今、世界は激動の時を迎えています。
　中国経済が踊り場に差し掛かり、牽引役を失った世
界経済を『低成長の時代』と評する声があります。
　突出した指導力を発揮してきた米国は「もはや世界
の警察官ではない」と宣言し、国際秩序はリーダー不在
の『Gゼロの時代』に突入しました。
　そして、移民・難民問題などに端を発する政治の右
傾化やポピュリズムの旋風は、各国の政治基盤を大き
く揺るがすに至りました。

　主要国だけでも、一昨年はカナダ、オーストラリアで
政権が交代。昨年はイギリスでEU離脱の是非を問う
国民投票が可決され、イタリアでは政権が進退をかけ
て挑んだ憲法改正の国民投票が否決をされました。
　極め付きは、事前予想を覆して次期米国大統領の座
を手にしたトランプ氏。政治、行政経験が全くない氏
の一挙手一投足に、世界の注目が集まっています。

　日本も、変わらなければいけないのは、他の国々と同
様です。しかし同時に、大きく異なるのは、政権基盤が
安定していること。
　昨秋の臨時国会では、この安定した政治基盤の上で、
将来世代のために年金制度を維持・強化するための改
革や、私が候補者の時から公約に掲げてきた休眠預金
活用法の成立など、大きな成果をあげることができま
した。
　まだまだ課題は山積みですが、腕まくりをして、仕事
への更なる情熱を燃やす中で、公明党青年局長の大任
も拝することとなりました。
　希望が、ゆきわたる国へ。
　本年も、全力で仕事に邁進して参ります。

希望が、ゆきわたる国へ。
だいさく
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